


ひとつのビジョン

オーストリアが育んだ偉大なるワイン
ティボーセメス、F.X.ピヒラー、そしてマンフレッドテメントは1990年代半ばに共同プロジェクトを開始
しました。

堅い友情で結ばれていた三人は自分たちの経験とその醸造知識の全てを注ぎこんだ最上のオーストリア産
赤ワインを造るというヴィジョンを描きました。

赤ワインに対する彼らの情熱、そして偉大なるフランス産赤ワインというロールモデルが

T.FX.Tトリオをこの共同プロジェクトへと駆り立てたのです。

彼らの目標は輸出を可能にする量のブルゲンラントという銘醸地が持つ可能性を反映させたオーストリア
産のプレミアム赤ワインを醸造し、《オーストリア産赤ワイン》を世界中に知ってもらうことでした。

それはこの時代において全く新たな試みであったのです。

初ビンテージ1996年産のアラホンT.FX.Tは2年間の熟成期間を経て1998年に世に出ることとなりました。

高品質なセカンドラベル
ファーストラベルの成功を確信した彼らは、さらにセカンドラベルの醸造にも着手しました。

他の多くの大規模なワイナリーと同様、このトリオは2001年から優良なセカンドワインを生産し、その名を
アキラ（A'Kira）と名付けました。

このワインはブルゲンラントの土着品種であるブラウフレンキッシュの単一品種ワインであり、

その潜在能力を大いに表現しています。

アラホンを生み出したこのトリオはこうしてオーストリア産赤ワインの世界での評価を一変させたのです。

1996年以来アラホンT.FX.Tは世界中のワイン愛好家を魅了し続けています。セカンドラベルであるアキラ
T.FX.Tを含めずとも150万本以上が販売されているアラホンT.FX.Tは、オーストリアで最も成功しているワ
インブランドのひとつです。

写真左から：F.X.＆ルドルフィーネピヒラー、オスカーセメス、ハイディ＆マンフレッドテメント、ヨハンナ＆ルーカスピヒラー
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ふたつのワイン

その明白さ
現在ワイン産地であるブルゲンラント州ホリチョンの中世の
名称『アラホン』という名を冠したワインは、1996年以来ワ
イン業界に影響を与え続けてきました。ホリチョンはアラホ
ンT.FX.T、アキラT.FX.T、ふたつのワインのブドウの産地で
あるミッテルブルゲンラントの心臓部に位置しています。ミ
ッテルブルゲンラントは伝統的な赤ワイン産地です。ここで
は何世紀にも渡ってブドウ栽培が行われてきました。

アラホンT.FX.TとアキラT.FX.Tは、セメス、ピヒラー、テメ
ントの三家族により醸造され、その後セメスワイナリーの本
拠地であるピンカフェルトにあるアラホンのセラーにて熟成
されます。

アラホンT. F X .T
これがひとつめのワインの名前です。このワインはブルゲン
ラント独自のテロワールを纏っておりオーストリア産赤ワイ
ンの可能性を存分に表現しています。ミッテルブルゲンラン
ト北部の痩せた雲母粘板岩土壌はワインにエレガントさやミ
ネラリティと塩味を与えます。そして南部の肥沃なローム質
や黄土質の土壌はワインにコクや厚みを与え、味わいに複雑
さと深みを持ち合わせたフルボディのワインに仕上げてくれ
るのです。

最高品質のブドウは最長樹齢が65年にもなるブドウ畑で収
穫されています。ブドウの風味の歴然たる違いはここから来
ています。

アキラT. F X .T
2001年ヴィンテージにてアキラT.FX.Tという名のセカン
ドワインが発表されました。いわばアラホンの弟分のよ
うなワインです。名前はブルゲンラント地方の方言に由
来し、『喜びに満ちた叫び』を意味します。

アラホンとは対照的に、このワインは常に100％土着品
種のブラウフレンキッシュから造られています。ブラウ
フレンキッシュ種の優雅さと痩せた粘板岩土壌のテロワ
ールを反映しています。

最上級のワイン畑

「ミッテルブルゲンラントには赤ワインに適した土壌、
特にスパイシーで香り高いブラウフレンキッシュを生み
出すのに最適な特有の土壌があります。ブラインドテイ
スティングの際にも、その典型的な独自のテロワールを
ワインの中に見出せるほどです。この魅力のわかりやす
さという利点は、多くのワイン産地が持っているもので
はないのです。」マンフレッドテメント

ホッホエッカー、キルヒホルツ、

デュラウ、ホッホベルク、

ゾンネンシュタイク、

ボーディグラーベン



三人の生みの親

「アラホンとの関わりを深めれば深めるほど、 
このワインの特別さを身にしみて感じています。 
パートナーの二人と私は地球上のどこの生産地域
でも造れるような代わりのすぐに見つかるワイン
ではなく、そのルーツの特徴を最大限に表現した
ワインを造りたいと思っています。

今後はブラウフレンキッシュに焦点を合わせてい
くことになるでしょう。目標はさらなる独自性で
す。」　オスカーセメス

写真左から: F.X. ピヒラー、オスカーセメス、 ルーカスピヒラー、
マンフレッドテメント

写真左から : マンフレッドテメント、 イラーセメス、 F.X.ピヒラー

ティボー（2001年没）とイラーセメス（2018年
没）の早すぎる死後、彼らの息子オスカーが二人
の意志を引き継ぎました。プロジェクトの二人の
生みの親、ピヒラー、テメントと共に、現在では
オスカーセメスがワインの醸造、拡充、販促の責
任者を務めています。

そしてこの共同プロジェクトとそこから生み出
されたふたつのワイン、アラホンT.FX.Tとアキラ
T.FX.Tはイラーとティボーの純粋な情熱と真の生
きる喜びを偲ぶ役割も果たしています。

ティボーセメス
ブルゲンラント州ピンカフェルトに拠点をおいていたティボ
ーセメスは赤ワイン造りに全身全霊を捧げました。セメス家
はこの地の土着品種であるブラウフレンキッシュ種に常に焦
点をあてています。ティボーはオーストリア産赤ワインの最
大のプロモーターのひとりでありました。彼のワインの素晴
らしさにくわえその世界中での活動や交流により、オースト
リアの赤ワインは国境を越えて世界中に知られるようになっ
たのです。

F. X .ピヒラー
オーストリアの白ワインのレジェンドであるF.X.ピヒラーはニー
ダーエースティライヒ州オーバーロイベンに拠点をおいていま
す。彼の生み出すヴァッハウ産のグリューナーフェルトリーナ
ーとリースリングは全世界で知られている存在です。

「F.X.ピヒラーはヴァッハウにおけるシャトーラトゥール、ドメ
ーヌドラロマネコンティ、ツィントフンブレヒト、サンドロー
ネ、そしてヘレンターリーである」　 
ロバートパーカージュニア ワインアドボケイト誌ワイン評論家

マンフレッドテメント
マンフレッドテメントほどシュタイヤーマルクの白ワイン
に大きな影響を与えたものはいません。現在のシュタイヤー
マルク産の白ワインの急躍進は主に彼の功績によるもので
す。90年代初頭には知る人ぞ知る家族経営のワイナリーだっ
た彼らもこの30年弱で世界のトップワイナリーの仲間入りを
果たしました。テメントのソーヴィニヨンブラン、そしてモ
リヨン（シャルドネ）は最高レベルのワインであると世界中
で評価されています。
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